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抄録 : 本研究は、韓国人元留学生社員が日本で働く意味、現在の職場の状況をどのように捉え、また職場における元留学生と
しての自分をどのような存在と認識しているのかを検討することを目的としている。日本の大学・大学院を卒業し、日本で就
職した韓国人元留学生社員10名を対象に半構造化インタビュー調査を実施し、カテゴリー分類を行った。その結果、韓国人
元留学生社員は、日本や現在の職場で働くことに関しては、全体的に肯定的な意味を見出していることが明らかになった。
一方で、職場における元留学生としての存在意義に関しては、その意義を見出せるケ スーと見出せないケ スーがあることが示さ
れた。その際、職場の上司や同僚との直接的なコミュニケーションによる評価の有無が存在意義の認識に影響を与える可能
性が確認された。以上のことから、韓国人元留学生社員のいる職場においては、コミュニティ感覚を得られる環境づくりへの
重要性が示唆された。
（別刷請求先 : 文　吉英）
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緒言
日本では、2020年までに留学生を30万人受け入れるこ
とを目指す「留学生30万人計画」の進行により、日本国内に
おける留学生数は増加の一途をたどっている。2016年5月
1日現在の留学生数は239,287人であるが（文部科学省 , 
2017）、その目標の実現のために、さらなる留学生の受入れ
の加速化と留学後の就職等の活躍支援の強化を図っている
（文部科学省 , 2016）。日本学生支援機構（2016）の調査によ
ると、日本の高等教育機関を卒業、修了した留学生のうち、
27.0%が日本国内に就職しているという。また、日本国内で
の就職に加え、日本国内での進学、その他（引き続き就職活
動中の者を含む）の理由で卒業後も日本国内に留まる留学生
は68.7%となり、日本での就職の可能性を持つ留学生が多
いことが示されている。さらに、留学生（留学生の在留資格
を持つ外国人）が日本国内の企業への就職を目的として行っ
た在留資格変更手続きにおける許可数は、2014年度は
12,958人で前年比11.3%の増加（法務省入国管理局 , 2015）、
2015年は15,657人で前年比20.6%の増加（法務省入国管理
局 , 2016）となっており、日本で就職する留学生（以下、元留
学生社員）の増加傾向が示されている。国籍別に内訳を見て
みると、上位5カ国は中国（9,847人）、韓国（1,288人）、ベト
ナム（1,153人）、台湾（649人）、ネパール（503人）となって
おり、アジア諸国が全体の94.9%を占めている。
このように日本国内で就職する元留学生社員が増加し
ている一方で、外国人材（留学生・元留学生）の約51%が、
日本を働く場として魅力的ではないと、否定的評価をして
いるという調査結果もあり、その背景には、職場環境や生
活環境の問題があると指摘されている（経済産業省 , 
2016）。元留学生社員の職場環境に関連するものとして、
職場における困難や葛藤を明らかにした研究がある。
藤（2015）は、日本国内の大企業に入社した元留学生が仕事
で感じる困難として、「属性の確認」、「スケジュール管理」、
「言語運用」、「常識」、「企業の制度的、人的な環境」を挙げ、
元留学生は言語面に限らず、文化面や日本企業の体制に関
する困難も感じていることを示している。加えて、元留学
生に対して「日本人性」の高さを無意識に強いている企業の
在り方が、元留学生の困難を生じさせる一因となる可能性
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も指摘している。また、横須賀（2015）は、日本国内の企業、
団体に勤務する元留学生115名を対象とした調査の結果、
6割以上が言語の問題、コミュニケーションの問題、日本人
の考え方・価値観と自身の価値観とのギャップなどの問題
を感じていることを明らかにしている。この他にも、対象
の元留学生社員の出身国を絞った研究として、小松ら
（2017）は、中国人元留学生社員が「日本の企業体質」、「日本
人との人間関係構築の難しさ」、「日本人の職務態度」、「職務
に対する日中の考え方の差異」などの葛藤を抱えているこ
とを示した。一方、岡村ら（2016）は、韓国人元留学生社員
の職場における葛藤として、「企業の多様性への不寛容さ」、
「日本人社員との職務に対する意識の差」、「日本人社員との
人間関係に対する意識の差」、「韓国と異なる企業体質」を
挙げている。このように、就労場面において元留学生社員
が様々な困難や葛藤を抱えていることは、元留学生社員が
働いている企業の職場環境および日本人社員と元留学生の
就労意識との間に齟齬がある（加賀美ら , 2018）というだけ
ではなく、メンタルヘルスという側面でも働きやすい環境
とは言い難い状況であることを示すものと考えられる。
中島ら（1999）は、外国人労働者のメンタルヘルスが日本人
労働者より悪いとし、メンタルヘルスに悪影響を与える
要因に仕事での困難、職場環境や労働時間、職務における
文化的相違による困難があると指摘した。このことから、
元留学生社員においても職場での困難や葛藤が彼らのメン
タルヘルスに否定的な影響を与えることが推測される。
元留学生社員の職場における困難や葛藤を考える際、
彼らの職場への認識が日本人社員とは異なる可能性がある
ことも理解しておくべきであろう。外国人の場合、対人関
係および生活の範囲が日本人に比べ狭くなりがちなため
に、外国人労働者にとって職場はより密接で多重の意味を
持つコミュニティとして認識される（李 , 2012）。このこと
は、元留学生社員にも同様に言えることであり、職場コミュ
ニティは、日本での生活における拠りどころとなる重要な
役割を担う可能性があると考えられる。その職場におい
て、元留学生社員が自分自身の存在をどのように位置づけ
ているかは、彼らの抱える職務上の葛藤の対処や良好な
メンタルヘルスの維持にも関わると推測される。
そこで、本研究では、元留学生社員が日本という国で働
く意味、現在の職場の意味をどのように捉え、また職場に
おける自分をどのような存在と認識しているのかを検討す
ることを目的とする。元留学生社員が日本での就職に何を
求め、日本の職場にどのような意味を見出し、自分と職場
との関係をどのように捉えているかを明らかにすること
で、多文化就労場面における職場の在り方を考えるうえで
の一助としたい。
具体的に、本研究では、中国に次いで2番目に日本国内
での就職の多い韓国人元留学生社員を対象に検討した。
それは韓国における新卒者の就職難により海外就労に目を
向ける人が多いなか（Job Korea, 2016）、海外の就労先とし
て日本が注目されている（韓国雇用労働部 , 2016）ためであ
る。また、当初より日本での就職を念頭に置き、日本の
大学進学を目指す者も増えている（毎日経済新聞 , 2017）。
こうした韓国国内の状況により、留学後帰国せず、日本国
内で就職する韓国人留学生が今後ますます増加することが
予想されるためである。なお、本研究で使用する「韓国人
元留学生」とは、日本の大学・大学院を卒業し、日本で就職
した韓国人のことである。以上のことを踏まえ、次のよう
に研究課題を設定した。
研究課題1　 韓国人元留学生社員は、日本で働く意味を
どのように捉えているか。
研究課題2　 韓国人元留学生社員は、現在の職場の意味
をどのように捉えているか。
研究課題3　 韓国人元留学生社員は、現在の職場におけ
る元留学生としての自分をどのような存在
と認識しているか。
研究対象と方法
1．研究対象者
本研究の対象者は、日本の大学・大学院を卒業し、日本
で就職した韓国人元留学生社員10名（男性5名・女性5名）
である。インタビュー時、年齢は25歳～35歳、滞日年数は
5年～10年、日本での就労年数は1年半～4年であった。
なお、いずれの対象者も韓国での就労経験はなく、日本で
の就職が初めての就労経験である。また、全員、日本語能
力は高く、文系学部の出身であった。現在の職種は、営業、
金融、企画管理、サービス、事務である。A, C, D, Iは、韓国
系企業または米国系企業に所属しているが、日本国内での
採用であり、日本人社員が半数以上を占めている環境と
なっているため、分析の対象に含めることとした。詳細を
表1に示す。
2．研究方法
2015年7月から10月にかけて、本研究の対象者である
韓国人元留学生社員に半構造化インタビューを実施した。
インタビューに際しては、研究の目的、調査方法などの
説明と調査協力者への配慮や権利、データ管理についての
説明を行い、調査協力者からの同意が得られた段階でイン
タビューを開始した。なお、インタビューの内容は、対象
者の同意を得たうえで ICレコーダーに録音した。主な
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質問項目は、1）日本で働くことの意味、2）現在の職場の
意味、3）現在の職場における元留学生としての存在の認識
の3点である。
インタビューから得られた内容を文字化し、1）～3）の質
問項目についての回答をそれぞれKJ法（川喜田 , 1967）の
手法を援用して分類した。KJ法は、自由記述やインタ
ビューなどから得たデータを既成概念にとらわれずに分
類し、検討するのに有効な方法であり、少数の意見も全体
の構造の中に位置づけなければならないとされている。
一つの意見も切り捨てることなく、全体像を把握できるこ
とから、この手法を採用することとした。本研究における
分析手順は次の通りである。まず、インタビューデータか
ら【日本で働くことの意味】、【現在の職場の意味】、【現在の
職場における元留学生としての存在意義の認識】のそれぞ
れについて、意味のまとまりごとに一行見出しをつけ、抽出
した。その後、内容に類似性のある一行見出しをまとめて
グループ化し、その最小グループを小カテゴリーとした。
再度同様の手続きにより、小カテゴリーを中カテゴリー、
中カテゴリーを大カテゴリーへとまとめる作業を行った。
なお、これらの分析については、抽出の段階からカテゴリー
化の段階を通して、共同研究者間の協議のもと行った。
結果
以下に、【日本で働くことの意味】、【現在の職場の意味】、
【現在の職場における元留学生としての存在意義の認識】の
それぞれのカテゴリー化の結果を示すが、文中の説明にお
いて、大カテゴリーを『 』、中カテゴリーを「 」、小カテゴ
リーを＜ ＞、単独カードを〔 〕で示した。
1．日本で働くことの意味
【日本で働くことの意味】25例は、『日本への好意』（10例）、
『日本の職場環境の充実』（7例）という2つの大カテゴリー
と、「留学を通して得た自己能力の活用」（4例）という中カテ
ゴリー、＜日本人の韓国人に対する認識改善への使命感＞
（3例）という小カテゴリー、〔神様の思し召し〕という単独
カードに分類された（図1）。
まず、『日本への好意』には、「日本への愛着」「現代日本の
生活しやすさ」が含まれる。「日本への愛着」は、来日前か
ら日本に対して憧れや地理的な近さによる安心感を抱いて
いたり、留学期間を通して第二の故郷だと感じるように
なったりしているものである。「現代日本の生活しやすさ」
は、韓国に比べて、多彩な趣味、活動にアクセスしやすいな
ど余暇の過ごし方が充実していることや、個人主義的で自
由な雰囲気や外国人に対する受容的な雰囲気があるために
快適に生活できるというものである。
次に、『日本の職場環境の充実』には、「自己成長に役に立
つ国」、「日本の職場の働きやすさ」が含まれる。「自己成長
に役に立つ国」は、日本では、人材育成の制度が整っており、
その時点の実力だけではなく、可能性やポテンシャルを見
てくれ、様々なことに挑戦させてくれたり、経験が積めたり
することなどから、日本は自分自身を成長させるのに良い
国だと感じているものである。「日本の職場の働きやすさ」
は、日本の職場環境は自由で干渉がないことや、韓国社会
における就職状況、就職環境の厳しさを耳にし、日本の職
場環境の方がいいと感じているものである。
その他に、2つの大カテゴリーに属さないものとして、
留学生活を通して身につけた日本語力や日本での経験を
活用したいという「留学を通して得た自己能力の活用」と、
表1．調査対象者の属性（対象者で（ ）は大学院卒であることを示す）
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自分が日本で一生懸命働くことで日本人の韓国人に対する
悪いイメージを払拭したいという＜日本人の韓国人に対す
る認識の改善への使命感＞、日本で働くことは〔神様の思
し召し〕であるというカテゴリー、単独カードが得られた。
このように、本対象者の韓国人元留学生社員は、韓国と
の比較から日本を自分の希望や欲求を満たしてくれる国と
して捉えていることが示されている。また、せっかく日本
に留学したのだから、日本語力や日本での経験を生かして
就職したい、日本で就職できるという目の前にあるチャン
スを掴んでいくことが自然な流れであると考えていること
が窺える。彼らにとっての【日本で働くことの意味】は、
夢や目標を順当に叶えたものであると考えられる。
2．現在の職場の意味
【現在の職場の意味】（32例）は、『学びの場』（19例）、
『キャリア形成のための場』（9例）という2つの大カテゴ
リーと、「プライベートな時間が確保できる場」（4例）とい
う中カテゴリーに分類された（図2）。
『学びの場』には、「社会人に必要なスキルを学べる場」、
「多様な出会いによる学びのある場」が含まれる。「社会人
に必要なスキルを学べる場」は、会社に人材育成のための
制度があったり、上司に教育してもらえたりすることで、
仕事を一から学べる、スキルを向上させられる、社会勉強
ができると感じているものである。「多様な出会いによる
学びのある場」は、職場や仕事を通じて知り合った、年齢、
図1． 韓国人元留学生の【日本で働く意義】（25例）
図2． 韓国人元留学生社員の【現在の職場の意味】（32例）
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国籍、その人の持つ背景などが多種多様な人から、仕事に
限らず様々なことが学べるというものである。
次に、『キャリア形成のための場』には、「社会人として
のスタートの場」、「キャリアップできる場」、＜転職への
ステップ＞が含まれる。「社会人としてのスタートの場」
は、大学を卒業後、初めての就職先であり、社会人としての
大切な第一歩であるというものである。「キャリアアップ
できる場」は、今の職場、部署が、社内でステップアップし
ていくための最初の場であり、会社のことを学ぶために必
要な場であると感じているものである。＜転職へのステッ
プ＞は、現在の職場は、キャリアアップを考え転職する場合
の1つのステップであると考えているものである。
その他に、仕事とプライベートをしっかりと分けて、
どちらも充実させることができる、現在の仕事は自分が本
当にやりたい仕事とは違うため、次のステップへの英気を
養う休憩の場であるという「プライベートな時間が確保で
きる場」というカテゴリーが得られた。
このように、本対象者にとって現在の職場は、留学生と
してだけでは得ることができなかった学びがあり、また、
韓国にいる家族や友人から聞いた韓国の社会状況や韓国の
職場環境と比べ、自分のキャリアのスタートには適した環
境であると感じていることが窺える。彼らは、【現在の職場
の意味】を自分の「学び」や「キャリア形成」にメリットがあ
る場だと捉えていることが示されている。
3．現在の職場における元留学生としての存在意義の認識
【現在の職場における元留学生としての存在の認識】（37例）
は、『元留学生としての存在意義不明』（11例）、『会社の
グローバル化を象徴する存在』（10例）、『グローバル・コ
ミュニケーション・スキルで会社に貢献できる存在』（8例）
という3つの大カテゴリーと、「韓国人元留学生社員である
ことを生かした人間関係の調整役」（3例）という中カテゴ
リー、＜他の韓国人社員に差異を感じさせる存在＞（3例）
という小カテゴリーに分類された（図3）。
まず、『元留学生としての存在意義不明』には、「元留学生
という特性が評価されない存在」「仕事における存在価値
の不明確さ」が含まれる。「元留学生という特性が評価さ
れない存在」は、留学生であること、韓国人・外国人である
ことは、職場においてそれほど意味を持たず日本人と同じ
働きができれば良いとされることから、自分が採用された
理由、意味にまでも疑問を感じているものである。「仕事
における存在価値の不明確さ」は、自分が会社に貢献でき
ているのかわからず、取替えのきく歯車の一部でしかない
と感じているものである。
次に、『会社のグローバル化を象徴する存在』には、「外国
人を代表する存在」、「会社のグローバル化への示唆を提供
する存在」が含まれる。「外国人を代表する存在」は、自分
が社内の日本人社員の韓国人や外国人に対するイメージや
評価を決める存在になる可能性があることを自覚している
ものである。「会社のグローバル化への示唆を提供する存
在」は、自分が、会社がさらにグローバル化していく上で必
要な外国人としての視点からの意見や、ドメスティックな
環境で育ってきた日本人社員には海外の人との交流機会を
提供できる存在であると認識しているものである。『グロー
バル・コミュニケーション・スキルで会社に貢献できる存
在』には、「語学力で会社に貢献できる存在」、＜外国人に対
図3． 韓国人元留学生の【職場における存在意義の認識】（37例）
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応できる存在＞〔能動的なコミュニケーション能力（外国
人性）を発揮する可能性のある存在〕が含まれる。「語学力
で会社に貢献できる存在」は、韓国語や英語ができることか
ら周囲に頼られ、自分の語学力で会社に貢献していると
感じているものである。＜外国人に対応できる存在＞は、
語学力もあることとも関連するが、外国人の顧客への対応
の際には、いつも頼られることから、そこに自身の存在価値
を見出しているものである。その他に、日本人とは異なる
オープンで積極的なコニュニケーション能力を上司に期待
されていると感じている〔能動的なコミュニケーション能
力（外国人性）を発揮する可能性のある存在〕が含まれる。
これら3つの大カテゴリーには属さない中カテゴリー
「韓国人元留学生であることを生かした人間関係の調整役」
は、日韓双方の言葉や文化を理解しているものとして、
職場において韓国人と日本人の調整役を担っているという
ものである。そのほかに、社内の同国出身者である韓国人
社員に、日本スタイルのコミュニケーションや人間関係の
距離の取り方をする韓国人もおり、韓国人といっても一様
ではないことを認識させている＜他の韓国人社員に差異を
感じさせる存在＞が得られた。
このように、本対象者の韓国人元留学生社員は、自分の
特性、具体的には、元留学生であることや、外国人・韓国人
であること、韓国語や英語ができること、日韓双方への理
解があることなどを周りに認めてもらっている、評価され
ていると感じ、それらを職場で発揮できることで、自身の
職場における存在意義を認識するに至っていることが窺え
る。一方で、職場において日本人と同様のことのみを求め
られる場合には、自身の存在意義を見出せなかったり、
疑問を抱いたりするケースがあることが示された。
考察
本研究では、日本や現在の職場で働くことの意味、また、
職場における存在意義の認識のカテゴリー化から、対象者
の韓国人元留学生社員にとって働くことがどのような意
味を持ち、職場で元留学生としての自分の存在をどのよう
に捉えているのかが示された。冒頭では、元留学生社員が
職場において様々な葛藤を抱いていること、約5割の外国
人材が日本を働く場として否定的評価をしており（経済産
業省 , 2016）、その背景には、職場環境や生活環境の問題が
あることが指摘された（岡村ら , 2016； 藤 , 2015； 小松ら , 
2017； 横須賀 , 2015）。本研究の対象者の韓国人元留学生
社員の場合、日本で働くこと、現在の職場で働くことに対
して、全体的に肯定的に捉えていることが示された。一方、
職場における元留学生としての存在意義に対しては、それ
を見出せるケースと見出せないケースとがみられた。
このことから、韓国人元留学生社員は、職場そのものとい
うよりは、職場で自分がどのような存在であるのかを見出
せるかどうかが、職場における葛藤に関わっている可能性
が示唆される。以下では、今回示された韓国人元留学生社
員の日本や現在の職場で働くことの意味と、存在意義の認
識の背景にあると考えられる要因を中心に考察する。
1．韓国における就職をめぐる社会的状況
韓国人元留学生社員は、日本という国で働く意味を概ね
肯定的に認識しており、母国の韓国との比較から日本を自
分の希望や欲求を満たしてくれる国、自分の経験を活用で
きる国として捉えている様子が窺えた。
これらの結果の背景要因としては、まず、韓国国内におけ
る厳しい雇用状況があると考えられる。韓国では1997年
の通貨危機以降、失業者が増加し、2016 年には失業者が
101万2000人となるなど雇用をめぐる厳しい状況が続い
ており、特に4年制大学を卒業した高学歴失業者の増加が
目立つという（『中央日報日本語版』, 2017）。韓国社会の
高学歴化により、大卒者は増加しているにも関わらず、
それに見合う雇用が少ない（『中央日報日本語版』, 2017）
ことや、景気沈滞による経営実績の悪化や多くの不確実性
を抱いている国内外の経済状況を理由に中途採用を好む企
業が多い（韓国経営者総会 , 2017）など、新卒者の就職難が
深刻化している。このような現状から、韓国人元留学生社
員は、大学卒業後の進路、就職を考える際、もっと言えば、
日本への留学を考え始めた時から、大学卒業後すぐに韓国
で就職するのは非常に厳しいことだと強く認識していたの
ではないかと考えられる。これは、「韓国の就職の流れは、
今すぐ使える人っていうのが強いのですね。でも日本って、
新卒一括採用じゃないですか、だいたい。なので、その人を
とって、その人の可能性とかポテンシャルを見て、初期投資
はしながら育てる、一緒に成長するっていうのがあったの
で、この環境なら、韓国より、私にとってもいいことでは
ないかってことで。（対象者C）」という語りからも窺える。
つまり、新卒者の就職が厳しい韓国の状況と、近年大学生
の就職率が高まっており（文部科学省 , 2016）、グローバル
化の進展により外国人採用が増えている日本の状況とを比
較したうえで、自分の留学経験を生かせると同時に新卒者
として就職できることに日本で働く意味を見出していると
推察される。韓国人元留学生社員は、現在の職場の意味に
ついても、社会人としてスタートさせてくれ、社会人に
必要なことを学べる場、キャリアアップできる場と捉えて
いた。つまり、就職の厳しい韓国では社会人としての一歩
を踏み出すことができないかもしれないが、現在の職場は
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それを可能にし、自分のキャリアアップにもつながると認
識していたのだと思われる。
また、公私の区別が曖昧な韓国の職場環境も要因の一つ
ではないかと考えられる。近年、韓国においては社員の
85%が業務時間外に上司から業務指示された経験がある
（Job Korea, 2017）など、社員のプライバシーの侵害問題が
深刻化しており、その対策として2017年8月に、業務時間
外の業務連絡を禁止する法案が発議された（法律新聞 , 
2017）。このように韓国においては、仕事と私生活とをしっ
かり区別し、プライベートな時間を確保することが難しい
ことが考えられる。一方、日本は、業務が終わると比較的干
渉がなく自由で、退勤後は趣味や余暇の時間を充実させら
れる。そのため、「日本は、職場環境が充実している」、「現在
の職場はプライベートな時間が確保できる」との認識が生
じたのであろう。
先行研究（岡村ら, 2016； 藤, 2015； 小松ら, 2017； 横須賀, 
2015）で示されたような外国人労働者の日本の職場環境や
労働条件への否定的な認識とは異なり、本研究の韓国人元
留学生社員が日本で働くことや現在の職場に対して学びの
場として肯定的な意味を見出していることには、韓国国内
の厳しい就職の現状や現在の充実した職場環境との相対的
な比較をしていたことが影響していると考えられる。
2．本研究における韓国人元留学生社員の特徴
今回示された結果の背景要因としては、属性を含む対象
者の特徴も考えられる。
まず、今回の対象者は、現在の職場を学びのある場と
認識していたが、これは勤続年数の短さによるものと考え
られる。対象者の韓国人元留学生社員は、インタビューの
時点で入社後1年半～4年と共通して社会人としての経験
が浅く、ほとんどの対象者が新卒採用で入社していた。そ
のために、大切なキャリアのスタートの場でありながら、
留学生時代には経験できなかった業務をはじめ様々な世代
の日本人との関係から、新たな学びがある場と認識してい
ると推測できる。
また、本研究の対象者は、年齢が比較的若く、既婚者がい
ないことも特徴として挙げられる。まだ自分のキャリアは
スタートしたばかりであり、目標や夢はあるものの、この
先どうなるか、将来、日本で働き続けるかどうかは、インタ
ビュー時点ではまだ決めていないという人がほとんどで
あった。つまり、既婚者のように家庭を担っている場合に
見られるような生活手段としての職場という認識は見られ
なかったのである。一方、台湾人元留学生社員を対象とし
た調査（守谷ら , 2017）では、現在の職場の意味として
「日本での生活手段」というカテゴリーが見られた。また、
中国人元留学生を対象とした調査（黄ら , 2017）において
も、「生活手段の場」というカテゴリーが得られたという。
これは、対象の台湾人元留学生社員、中国人元留学生社員
は、比較的年齢が高く就労年数も長いため、結婚について
考えたり家庭を営んだりするうえで、職業というものをよ
り現実的に考えているためであると推測できる。本研究の
韓国人元留学生社員は、まだ若年層の単身者で結婚への思
いや家庭への責任がそれほど重くないために、現在の職場
を生活手段となる場としては認識していないのではないか
と考えられる。
さらに、上記の属性のほか、対象者の所属している職場
が、企業内教育（On the Job Training）システムが整ってい
る環境であることも挙げられる。今回の対象者からは、
「日本の企業は、最初は知識とかなくても教育してくれて、
OJT制度とかもあって、ちゃんと仕事を教えてもらえるか
らすごいいい経験になるし、日本でのビジネスもできるか
ら、すごいためになる。」という声が聞かれた。上述したと
おり、韓国では中途採用を好む企業が多く、すぐに現場で
の対応ができ、業務が遂行できるようなスペックを持たな
い限り、新卒者の就職が非常に厳しい。そのため、韓国人
元留学生社員は、韓国の企業内には、経験や能力の充分で
はない社員のための教育システムが充実していないと認識
している様子が窺えた。それに比べ、現在の職場は、業務
内容や日本語などを学びつつ仕事ができる環境であるとい
うことで、様々な学びがある場と肯定的に捉えているので
あろう。
3．韓国人元留学生社員の職業や人間関係に対する価値観
本研究の韓国人元留学生は、日本で働く意味や現在の
職場の意味を概ね肯定的に捉えていることが示されたが、
これは、韓国人元留学生社員の職業に対する価値観も背景
要因の一つとして考えられる。朴・朴（2011）は、韓国人の
若者は、上昇志向を肯定する価値観を持っており、その背
後には「学歴・学閥主義」などの社会的地位を得るための
教育における競争の激化があることを指摘している。今回
の対象者は、韓国国内の雇用状況の厳しさを認識し、日本
への留学、日本での就職により他者に勝るものを身につけ
ようと判断したと推測される。つまり、韓国人元留学生社
員は、教育、職業のなかでの自己実現を求めているために、
日本で働くことの意味や、現在の職場の意味について韓国
より就職が有利で環境も充実していると認識していると考
えられる。
また、様々なことを学び、自分の能力を伸ばし、その力を
発揮したい、周囲からそれを認められ、少しでも高い社会
的地位を得たいという上昇志向は、職場における自分の存
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在意義の認識にも影響していることが考えられる。職場内
で自分の能力や特性を生かしながら働ける場合には自分の
存在意義を見出しているが、そうでない場合には自分の存
在意義に疑問を抱き、存在意義が見出せないという結果に
つながっていることが示されている。
さらに、同僚や上司など周囲の人に自分の特性を認めて
もらっている、評価されていると感じることや、周囲の人々
との関係の中で自らの存在に意味付けされることで職場に
おける存在意義を認識するに至っていることが窺えた。
これらの結果は、韓国人元留学生社員が職場においてどの
ような人間関係を期待するかに関わっていると推測される。
岡村ら（2016）は、韓国人元留学生社員が職場において
抱える様々な葛藤に対して「第三者介入」、「協調」、「同調」、
「分配方略」、「回避」といった多様な解決方略をとっており、
その中でも「第三者介入」が最も多く見られるという特徴
を見出した。このことについては、韓国は、同僚・仲間・
他者との関係を重視し、集団内の調和を強く求める（古家，
2008）ために葛藤を抱えることにもなるが、他者との関係
を重視するからこそ、上司が丁寧に説明をしたり、親身に
相談にのったりすることで、企業文化を理解し、葛藤が軽
減される可能性があるとした。つまり、韓国人元留学生社
員には、他者と直接、関わりを持ちながら、双方向的な葛藤
解決志向が見出せるかどうかが重要であると指摘した。
これらのことから考えても、韓国人元留学生社員は職場で
の人間関係を重視しており、元留学生としての自分の存在
意識についても上司や同僚などとの直接的な関わりから自
分自身の価値を見出しているのではないかと考えられる。
今回のインタビュー調査において、「外国人のお客さん
が多いなかで、その時に対応できる人だということで、
いつも私を必要とするし（対象者E）」、「英語出来るんだ ! 
って。それで外国人の顧客が来るといつも呼び出すのです
よ。それが逆に私はありがたいし、彼らに役に立てるから。
（対象者B）」、「真ん中で調整をしたいっていう気持ちがあ
りますね。日本人と韓国人、現地採用と駐在員の隔たりを
できるだけ小さくする。（対象者H）」というような語りが
みられた。これらの語りから、韓国人元留学生社員は、自己
効力感を高められるような職場の上司や同僚との直接的な
コミュニケーションのなかで、元留学生としての存在意義
を認識していると同時に、自分の特性をもって職場に
コミットすることで、職場コミュニティへの所属感や日本
人社員を含め、職場に貢献できていると感じる、いわゆる
コミュニティ感覚をも獲得していることが窺える。「コミュ
ニティ感覚」とは、「メンバーが持つ所属感、メンバーが
メンバー同士あるいは集団に対してもっている重要性の
感覚、また、集団にともにコミットメントすることによっ
てメンバーのニーズを満たすことができるという信念」の
ことを指す（McMillan and Chavis, 1986）。韓国の社会人
は、このコミュニティ感覚をどのように持つかが、メンタ
ルヘルスの予防に影響するという（高橋ら , 2011）。職場に
おけるコミュニティ感覚の研究では、コミュニティ感覚の
欠如は、仕事での不満感、従業員の苦情、役割葛藤を募らせ
る（Catano et al., 1993； Royal and Rossi, 1996）という指
摘がある。このことから、韓国人元留学生社員が、職場に
おいてコミュニティ感覚を得ることは、職場で葛藤が生じ
た際に、彼らがその葛藤をどのように対処していくかを考
えるうえで役に立ち、これはメンタルヘルスを良好に保つ
ためにも重要であると言える。
以上のことから、韓国人元留学生社員のいる職場におい
ては、彼らの学ぶ意欲や向上心を満たすような人材育成の
視点を持つことや、積極的な関わりを持ちながら彼らの特
性を認めることの重要性が示唆された。それにより、彼ら
が日本で働く上で、また、メンタルヘルスを良好に保つ上
で拠りどころとなるような、コミュニティ感覚を得られる
職場環境となる可能性が示された。
結論
以上の通り、韓国人元留学生社員は、日本や現在の職場
で働くことに関しては、肯定的な意味を見出していること
が明らかになった。一方で、職場における元留学生として
の存在意義に関しては、その意義を見出せるケースと見出
せないケースとがあることが示された。その際、自己効力
感を高められるような上司や同僚との直接的なコミュニ
ケーションによる評価の有無が存在意義の認識に影響を与
える可能性が確認された。さらに、元留学生としての存在
意義を見出し、職場においてコミュニティ感覚を得られる
職場環境が、彼らの良好なメンタルヘルスを持続するうえ
で重要であることが示された。
なお、本研究における対象者は、勤続年数が短い若年層
であり、また、全員が文系学部出身であった。今後は、中年
層や高年層、理系学部出身者も加え、より多様な年齢、職種
における元留学生社員を対象としたい。また、本研究では、
「日本で働くことの意味」、「現在の職場の意味」、「職場にお
ける存在意義の認識」それぞれのカテゴリー化を試み、
その内容を把握することを目的としたが、今後は、それら
がどのように関連するかについても検討したい。さらに、
今回は、10名という限られた対象者による質的な分析であ
るため、過度な一般化はできない。そのため、質問紙などを
用いた量的な調査・分析を行うことにより、外国人元留学生
全体の傾向を見出すことについても、今後の課題としたい。
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本研究は、「多文化就労場面における元留学生のコンフ
リクトと影響要因の研究」平成27-30年度 日本学術振興会
科学研究費補助金（基盤研究（C）研究課題番号15K02634
（研究代表者 加賀美常美代）による成果報告の一部である。
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韓国人元留学生の職場での存在意義の認識
Former Korean International Students:  
The Meaning of Their Workplace in Japan and  
How They Think of Their Presences in the Company
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Abstract : The purpose of this research is to examine how former Korean international students recognize the meaning 
of working in Japan, how they perceive the meaning of the current workplace, and the meaning of their existence as the 
former international students in the workplace.  A semi-structured interview survey was conducted on 10 former Korean 
international students who have graduated from universities or graduate schools in Japan and currently working in Japan. 
As a result, it became clear that former Korean international students have found overall positive meaning in working in 
Japan and their current workplaces.  On the other hand, there were some cases which former international students found 
the meaning of existence as former international student in their workplaces and some cases which they did not.  In these 
cases, it was suggested whether there is evaluation from their boss or colleagues through direct communication may affect 
the recognition of the significance of existence.  The present results suggest that it is important to create a workplace 
environment where sense of community can be obtained in the workplace with former Korean international student 
employees.
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